
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・言語力の土台となる発語器官機能や聴覚弁別力の育成 

・受容的、共感的なかかわりを通した、不安感の軽減と対人関係の形成 

・自分の言葉の状態の理解と、意欲的に他者と関わる力の育成 

・自己表現する楽しさの体験と、多様なコミュニケーション手段の習得 

・言語指導教材、言葉遊び、工作、ごっこ遊び等を通じた「生きた言葉」の習得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別指導計画に基づいた、原則個別のきめ細やかな指導 

・児童が興味・関心をもって取り組める教材教具や指導方法の工夫 

・在籍校・保護者との密な連携に基づいた情報保障、環境整備 

・教育、医療、福祉等の関係諸機関との連携 

 

 

こだま学級 

言語発達支援の一例:『○○ってどんなもの？』 

 

きこえグループで仲間と学習

 

発音指導の一例：『舌をしっかり出そう』 

 

吃音指導の一例：好きな事を通して自分の発見 

 

指導の重点 

個に応じた支援体制 


